
宮
攀

一
本

柳

遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
宮
城
県
遠
田
郡
小
牛
田
町
字
新

一
本
柳

。
一
本
柳

・
塩
釜

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
八
年

（平
１０
）
六
月
１

一
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
宮
城
県
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
伊
藤
　
裕

・
菅
原
弘
樹

・
岩
見
和
泰

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

・
屋
敷
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
奈
良

。
平
安
時
代
、
中
世
、
近
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

一
本
柳
遺
跡
は
、
県
北
中
央
部
の
大
崎
低
地
東
縁
部
に
位
置
し
、
鳴
瀬
川
左

岸
に
形
成
さ
れ
た
標
高
約

一
〇
ｍ
の
自
然
堤
防
上
に
立
地
す
る
。
奈
良

・
平
安

時
代
、
中
世
、
近
世
の
複
合
遺

跡
で
、
東
西
五
Ｏ
Ｏ

ｍ
以
上
南

北
二
Ｏ
Ｏ

ｍ
程
の
広
が
り
を
も

つ
。調

査
は
鳴
瀬
川
中
流
域
堰
関

連
工
事
に
伴
う
も
の
で
、　
一
九

御

九
二
年
度
以
降
継
続
し
て
行
な

商

っ
て
お
り
、
今
年
度
ま
で
に
約

一
七
Ｏ
Ｏ
Ｏ
♂
の
事
前
調
査
を

実
施
し
た
。

調
査
の
結
果
、
中
世
で
は
、
道
路

・
溝
、
塀
に
よ
っ
て
区
画
さ
れ
た

一
辺
七

〇
ｔ

一
〇
〇
ｍ
ほ
ど
の
方
形
の
屋
敷
が
、
川
沿
い
の
ほ
ぼ
同
じ
場
所
に
重
複
し

て
い
く
つ
も
営
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
屋
敷
地
内
か
ら
は
、

掘
立
柱
建
物
や
井
戸
約
二
七
〇
基
を
は
じ
め
と
す
る
多
数
の
遺
構
が
発
見
さ
れ

て
お
り
、
少
な
ぐ
と
も
鎌
倉
時
代
後
期
か
ら
戦
国
時
代
頃
ま
で
存
続
し
て
い
た

こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。

今
回
報
告
す
る
木
簡
は
、
遺
跡
の
ほ
ぼ
中
央
部
で
、
東
西
約

一
Ｏ
Ｏ
ｍ
南
北

二
〇
ｍ
以
上
の
屋
敷
を
囲
む
溝

（Ｓ
Ｄ
五
人
九
）
か
ら
出
土
し
た
。
溝
の
規
模

は
上
幅
三
―
四
ｍ
深
さ

一
・
五
れ
程
で
、
年
代
は

一
三
世
紀
中
葉
―

一
四
世
紀

中
葉
頃
と
推
測
さ
れ
る
。

共
伴
す
る
遺
物
に
は
、
か
わ
ら
け

・
国
産
陶
器

（常
滑
・
渥
美
・
古
瀬
一こ
　
・

中
国
陶
磁
器

全
目
磁
・
白
磁
生
自
白
磁
・
黄
釉
。
鉄
釉
）
・
漆
器

・
石
鍋

・
茶
臼

な
ど
が
あ
る
。
と
り
わ
け
青
白
磁
梅
瓶

。
白
磁
四
耳
壺

・
黄
釉
盤
と
い
っ
た
希

少
な
中
国
陶
磁
器
や
茶
道
具

（鉄
釉
茶
入
れ
，
茶
臼
）
の
存
在
は
、
屋
敷
居
住
者

の
階
層
の
高
さ
を
示
唆
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

①
　
。
「
二
斗
□
□
□
□

名
□
□
　
□
　
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（霊
×
］巽
卜
恩

F

和



1998年 出上の木簡

下
半
は
切
断
さ
れ
て
い
る
。
コ
一斗
」
と
い
う
語
句
と
、
上
端
か
ら

一
卿
程

下
に
組
を
か
け
た
痕
跡
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
荷
札
か
と
思
わ
れ
る
。

（
１
１
７
菅
原
弘
樹
、
８
吉
野
　
武
）

木
　
簡
　
研
　
究
　
第

一
七
号

巻
頭
言
―
―
書
は
言
を
尽
く
さ
ず
、
言
は
意
を
尽
く
さ
ず
―
―
　
　
　
　
佐
藤
宗
諄

一
九
九
四
年
出
上
の
木
簡

概
要
　
平
城
宮
跡
　
平
城
京
跡
左
京
三
条

一
坊
十
二
坪
　
平
城
京
跡
　
平
城
京
跡

左
京
七
条

一
坊
十
六
坪
　
東
大
寺
　
奈
良
女
子
大
学
構
内
遺
跡
　
一島
安
城
関
連
遺

跡
　
藤
原
宮
跡
　
藤
原
京
跡
左
京
七
条

一
坊
東
南
坪
　
藤
原
京
跡
左
京
十

一
条
三

坊
　
長
岡
京
跡
側
　
長
岡
京
跡
②
　
長
岡
京
跡
０
　
平
安
京
跡
左
京
四
条

一
坊

一

町
　
平
安
京
跡
左
京
八
条
三
坊
十
四
町
　
平
安
京
跡
右
京
八
条
二
坊
二
町
　
慈
照

寺
境
内
　
容
坊
山
遺
跡
群
　
大
坂
城
跡
　
袴
狭
遺
跡
　
見
蔵
岡
遺
跡
　
有
年
原

・

田
中
遺
跡
　
梶
子
北
遺
跡
　
曲
金
北
遺
跡
　
伊
興
遺
跡
　
錦
糸
町
駅
北
口
遺
跡

宮
町
追
跡
　
単副
橋
城
遺
跡
　
荒
田
目
条
里
遺
跡
　
矢
玉
遺
跡
　
山
王
遺
跡
　
大
坪

遺
跡
　
中
尊
寺
境
内
金
剛
院
　
花
立
Ⅲ
遺
跡
　
志
羅
山
遺
跡
　
福
井
城
跡
　
大
友

西
遺
跡
　
石
名
田
木
舟
遺
跡
⑪
　
石
名
田
木
舟
遺
跡
②
　
北
高
木
遺
跡
　
水
橋
荒

町
遺
跡
　
山
木
戸
遺
跡
　
上
郷
遺
跡
　
陰
田
小
大
田
遺
跡
　
米
子
城
跡
七
遺
跡

三
田
谷
Ｉ
遺
跡
　
吉
川
元
春
館
跡
　
田
村
遺
跡
群
　
姉
川
城
跡
　
中
園
遺
跡
Ⅲ
区

一
九
七
七
年
以
前
出
上
の
木
簡

（
一
七
）

平
城
京
跡
左
京
二
条
二
坊
六
坪

刻
歯
簡
憤
初
探
―
漢
簡
形
態
論
の
た
め
に
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
漑
山
　
明

新
潟
特
別
研
究
集
会
の
記
録

国
史
跡
指
定
答
申
な
っ
た
八
幡
林
官
衛
追
跡
…
小
林
昌
二
、
八
幡
林
遺
跡
の
時
代

的
変
遷
…
田
中
靖
、古
代
越
後
平
野
の
環
境

・
交
通

・
官
衛
…
坂
井
秀
弥
、封
絨
木

簡
考
…
佐
藤
信
、
人
幡
林
遺
跡
木
簡
と
地
方
官
衛
論
…
平
川
南
、
討
論
の
ま
と
め

書
評
　
鬼
頭
清
明
著

『古
代
木
簡
の
基
礎
的
研
究
』
　
　
　
　
　
　
　
　
今
津
勝
紀

彙
報
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
頒
価
　
五
五
〇
〇
円
　
送
料
六
〇
〇
円




